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宇都宮市立豊郷中学校 校長室 

～笑顔と感動のあふれる学校 豊郷中～ 
 
                                          カラーでご覧ください 

（豊郷中 HP） 

 

 令和５年も最後の月となりました。１２月は「師走」とも言われています。

１年の終わりが近づき、先生が走り回る、普段落ち着いているお坊さんがた

くさんの法事で家々を回るなどの、忙しい月であると喩えられています。ま

た、「年が果てる（年果つ）」や「四季の果てる月（しはつ月）」など、「年の

終わり、四季の終わり」という由来から来た説などもあるそうです。 

 さて、皆さんにとってどのような１年でしたか。４月に新しい学年、新し

い学級の友だち、先生方と出会い、５月には新型コロナウイルス感染症の位

置づけが５類へ移行されたことで、様々な制限が解除され、ここまで学校行

事を含めた教育計画が全て実施できていることをうれしく思っています。し

かし、最近はインフルエンザが猛威を振るい、本校においても学級休業を余儀なくされました。新型コロナウ

イルスと同様に、引き続き基本的な感染対策と健康観察にご配慮いただき、栄養を意識した食事と休養・睡眠

で健康な生活を送れることを願っています。また、不特定多数の人混みに出掛ける際は、特に意識して感染対

策をお願いします。 

 

 

 

 １１月１８日（土）に全市一斉土曜授業があり、本校では１年生と３年生の授業参観がありました。どちら

の学年も総合的な学習の時間の公開で、１年生は、職業人との交流会に向けた「職業について」のオリエンテ

ーション、３年生は「宇都宮学」として、自分たちの住む宇都宮の良さや課題について、様々な視点から追求

し発表しました。２年生の授業参観は、社会体験学習「宮っ子チャレンジ」報告会として、１２月１９日（火）

に本校体育館にて開催予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、１１月２０日（月）、２１日（火）には、うつのみやオープンスクールを実施しました。２日間で 

１５０人以上の保護者や地域の皆様が学校を訪れ、普段の授業の様子や休み時間の様子を参観していただきま

した。特に体育館アリーナで行われました保健体育の授業では、創作ダンスの発表会が行われ、生徒たちが友

人と自由に楽しく踊る姿を見ていただくことができ、２日間とも大盛況でした。 

 

 

 

 

１年のしめくくりにあたり 

土曜授業（授業参観）、うつのみやオープンスクール 



 

 

 

 

【柔道】宇河地区大会              【柔道】栃木県大会 

 男子団体 優勝     女子団体 優勝     男子団体 ３回戦敗退  女子団体 準優勝 

男子個人 55kg 級優勝 女子個人 44kg 級優勝 男子個人 55kg 級３位 女子個人 44kg 級 3 位 

      73kg 級優勝      52kg 級優勝                  63kg 級優勝 

      81kg 級優勝      63kg 級優勝 

      90kg 超級優勝 

    

                      

 

 １１月２２日（木）に、本校オープンスペースにおいて「地域未来会議」が開催されました。「地域未来会

議」は、本校生徒会と地域協議会が、「豊郷中学校をより良くするためにはどうするか」について一緒に考え、

実践を通して学校全体の活動の幅を広げていくことを目的としてます。まず、生徒会から現在の生徒会活動に

ついての説明が行われ、その中で「あいさつ運動」と「古墳清掃ボランティア」において地域協議会員の皆様

にご協力いただいていることへの感謝の言葉と今後もご支援のお願いがありました。また、地域協議会からは、

「少子高齢化が問題となっていて、地域活動に参加する若手が少ない」「地域における貧困問題などの実情も

考えてもらいたい」「グローバルな目を持って世界に羽ばたいてほしいが、一部の人には地域の一員にもなっ

てもらいたい」など、地域の中学生への切実な願いを聞くことができました。また、「困ったときは豊郷地区

市民センターなどの地域の施設への相談もできます」など、アドバイスもいただけました。短い時間でしたが、

多様な地域の人たちと話し合うことができ、今後の生徒会活動の活性化に生かしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

５日(火) B６避難訓練          １９日(火) ２年授業参観・保護者会 

 ８日(金) 新入生保護者説明会      ２０日(水) 木 12456 授業(部活あり) 

１１日(月) いじめアンケート       ２１日(木) 水 12345 授業(部活なし)・ 

１２日(火) 特 B 学習と生活のアンケート        研究授業(道徳) 

１３日(水) 学習内容定着度調査(３年)   ２２日(金) 大掃除(WAX 塗) 

１５日(金) 金 12345 授業         ２5 日(月) 全校集会・入試事前指導(３年)  

            

１２月の 

主な予定 

【豊中だよりには、生徒・教職員の個人情報が掲載されていますので、お取扱いには十分ご注意ください。】 

 

最近の新聞記事【下野新聞１１月２５日（土）】から 

県立高校全受験者に学力検査 ―県教委、2027 年度から新制度― 
 県立高入試の見直しを進めてきた県教委は 24 日、全日制の試験で全ての受験者に対して学力検査を実

施するなど新制度を導入すると発表した。面接や作文などで選考する「特色選抜」でも学力検査を受ける

ことになる。一般、特色選抜の学力検査は同じ日程とし、２月中旬〜下旬に実施する。現在の小学６年生

が受験する 2027 年度入試から導入する。 

 入試の見直しでは、有識者による検討委員会が３月、県教委に改善点などをまとめ報告書を提出してい

た。特色選抜は 2014 年度入試から導入され、定員の２〜３割で内定が出ているが、検討委は「出願資格

要件が分かりにくい」などとして全受験者の学力検査の実施を提言していた。受験者は学力検査の後、各

高校が実施する独自検査を受験することになる。合否は調査書や各高校の独自調査を重視した上で総合的

に判断する。一般選抜との日程の一本化で、受験者の心理的負担の解消を図る。現在、一般の学力検査は

３月上旬に実施しており、数週間の前倒しとなる。定時制の学力検査も同一の日程で、全日制と同じ問題

で実施する。 

 

新人体育大会結果 前回掲載後実施 

地域未来会議 

今年も多くの競技で感動をありがとうございまし

た。これから始まる冬季競技の結果も掲載させてい

ただきます。選手の皆さんのご健闘をお祈りします。 


